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中
国
華
北
鉄
道
の
想
い
出
　 

北
海
道
　
濱
忠
助
　 

一
　
長
崎
か
ら
上
海
間
の
連
絡
船
の
沈
没

上
海
に
渡
る
に
は
、
連
絡
船
で
長
崎
か
ら
上
海
に
一
昼
夜
で

行
き
来
し
て
い
た
も
の
で
す
。

当
時
は
シ
ャ
レ
て
「
長
崎
県
上
海
市
」
と
い
わ
れ
た
く
ら
い
、

実
に
こ
の
航
路
は
良
く
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
し
た
。

船
は
上
海
丸
、
長
崎
丸
で
割
に
立
派
な
船
で
船
内
に
は
郵
便

局
も
あ
り
、
風
景
印
も
備
え
マ
ニ
ア
に
喜
ば
れ
て
い
た
。

私
共
家
族
も
十
四
年
九
月
こ
の
連
絡
船
で
中
国
に
渡
っ
た
も

の
で
す
。
十
七
年
頃
か
ら
日
米
関
係
が
悪
化
し
、
大
正
十
二
年

来
の
日
華
連
絡
船
が
、
次
々
と
魚
雷
攻
撃
を
受
け
二
隻
共
沈
没

し
、
こ
れ
に
代
わ
る
船
が
な
く
上
海
～
南
京
揚
子
江
を
渡
り
津

浦
線
を
経
由
し
て
北
京
に
、
こ
こ
か
ら
朝
鮮
経
由
で
釜
山
ま
で

二
昼
夜
も
か
ゝ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
連
絡
船
の
沈
没
は
、
最
近
ま
で
魚
雷
攻
撃
を
受
け
た
も

の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
、
長
崎
市
の
記
録
で
は
、
長
崎
丸

五
千
六
百
屯
は
昭
和
十
七
年
五
月
十
七
日
長
崎
港
外
、
伊
王
島

沖
で
日
本
軍
が
敷
設
し
た
機
雷
に
触
れ
沈
没
し
た
と
い
う
。

こ
の
沈
没
で
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
、
出
島
の
三
菱
会
館
が

遺
体
収
容
所
と
な
り
、
涙
を
さ
そ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

又
上
海
丸
五
千
三
百
屯
は
、
昭
和
十
八
年
十
月
三
十
日
中
国

揚
子
江
の
東
方
四
十
浬
の
沖
合
で
、
日
本
軍
の
南
方
兵
員
輸
送

船
、
崎
戸
丸
一
万
屯
と
衝
突
し
て
沈
没
し
た
こ
と
が
事
実
で
あ

っ
た
。



こ
の
時
は
約
四
百
人
の
乗
員
と
乗
客
は
皆
無
事
に
崎
戸
丸
に

救
助
さ
れ
た
と
い
う
。
情
報
の
不
備
か
又
は
軍
事
的
秘
密
に
扱

わ
れ
た
も
の
か
、
我
々
中
国
在
住
の
日
本
人
に
は
、
そ
の
事
実

を
知
ら
さ
れ
ず
、
国
籍
不
明
の
潜
水
艦
の
攻
撃
に
依
り
沈
没
し

た
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

二
　
海
杭
線
の
襲
撃

昭
和
十
三
年
六
月
中
旬
、
軍
属
と
し
て
上
海
に
上
陸
、
嘉
興

の
保
線
区
長
と
し
て
鉄
道
の
保
線
に
当
っ
て
い
た
。
当
時
は
夜

に
な
る
と
毎
夜
の
如
く
敵
襲
が
あ
り
沿
線
に
は
五
キ
ロ
か
七
キ

ロ
毎
に
下
士
■
を
配
置
し
て
警
備
に
当
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る

が
、
大
部
隊
の
攻
撃
と
な
る
と
、
線
路
、
橋
梁
の
爆
破
で
夜
の

明
け
る
の
を
待
っ
て
こ
の
応
急
工
事
に
出
動
修
理
し
た
も
の
で

あ
る
。
着
任
一
か
月
ぐ
ら
い
過
ぎ
た
七
月
十
八
日
嘉
善
～
七
星
橋
間

の
橋
が
爆
破
さ
れ
線
路
五
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
一
度
に
取
外
さ

れ
、
こ
の
復
旧
に
出
動
、
四
時
間
く
ら
い
で
橋
梁
二
か
所
と
線

路
を
修
復
し
、
待
機
し
て
い
た
下
り
列
車
に
よ
り
試
運
転
を
す

る
べ
く
、
現
地
か
ら
携
帯
電
話
で
打
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
突
然
二
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
竹
林
の
中
か
ら
機
銃
と

迫
撃
砲
に
よ
っ
て
襲
撃
さ
れ
た
。

敵
の
弾
が
線
路
の
ど
ち
ら
か
ら
と
も
知
ら
ず
、
只
伏
せ
て
い

た
が
警
備
兵
に
反
対
側
に
伏
せ
る
よ
う
に
と
注
意
さ
れ
立
上
が

る
わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、
や
っ
と
難
を
逃
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
時
は
誰
も
負
傷
者
も
出
な
く
、
三
十
分
く
ら
い
で
撃
退

し
た
も
の
の
皆
な
生
き
た
心
地
は
し
な
か
っ
た
。
も
う
心
配
は

な
い
と
云
う
警
備
兵
の
言
葉
に
よ
り
試
運
転
を
行
い
線
路
を
開

通
さ
せ
た
が
、
鉄
道
線
路
の
襲
撃
は
毎
夜
の
よ
う
に
繰
返
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。

三
　
淮
南
線
の
撤
収

昭
和
十
九
年
四
月
蘇
州
保
線
区
技
術
助
役
よ
り
、
大
通
保
線

区
長
に
転
勤
さ
せ
ら
れ
た
時
、
上
司
よ
り
大
通
は
出
先
機
関
と

の
折
合
い
が
余
り
良
く
な
い
保
線
区
な
の
で
そ
の
点
を
充
分
念

頭
に
置
い
て
行
動
す
る
よ
う
に
と
の
注
意
が
あ
っ
た
。

着
任
し
て
現
地
各
機
関
の
挨
拶
に
回
っ
た
と
こ
ろ（
憲
兵
隊
、

地
区
警
備
隊
、
領
事
館
、
警
察
）
警
察
の
署
長
が
北
海
道
岩
見

沢
市
出
身
と
云
う
こ
と
で
話
が
す
っ
か
り
合
い
、
非
常
に
良
く

面
倒
を
見
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
あ
っ
た
事
柄

も
す
っ
か
り
解
決
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。



淮
南
線
は
割
に
敵
襲
事
故
に
は
見
舞
わ
れ
ず
に
済
ん
だ
が
、

使
用
さ
れ
て
い
た
レ
ー
ル
が
二
十
五
キ
ロ
そ
の
道
床
が
軟
弱
な

た
め
、
よ
く
脱
線
し
て
そ
の
復
旧
に
追
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。我
々
現
地
の
者
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
軍
の
上
層
部

に
於
て
淮
南
線
の
転
用
計
画
が
す
ゝ
め
ら
れ
淮
南
線
約
二
百
キ

ロ
を
二
分
割
、
そ
の
内
南
半
分
約
百
キ
ロ
を
裕
渓
口
方
面
に
、

北
半
分
を
大
通
、
水
家
湖
に
撤
収
集
結
す
る
こ
と
、
こ
の
北
方

面
の
保
線
区
長
を
担
任
、
昭
和
十
九
年
某
月
某
日
開
始
と
軍
の

命
令
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
間
に
所
要
の
資
材
、

ガ
ソ
リ
ン
等
軍
よ
り
支
給
を
受
け
、

要
員
計
画
も
充
分
練
っ
て
そ
の
日
を
待
っ
た
。

鉄
道
が
新
し
く
敷
設
さ
れ
る
と
云
う
こ
と
は
地
区
住
民
の
経

済
に
与
え
る
影
響
の
多
い
こ
と
、
こ
れ
に
反
し
て
撤
収
さ
れ
る

地
区
の
住
民
は
ど
れ
ほ
ど
悲
し
く
、
不
利
益
と
な
る
か
、
そ
の

た
め
の
妨
害
が
行
わ
れ
る
の
が
非
常
に
心
配
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
っ
た
。

撒
収
の
命
令
が
下
さ
れ
た
日
は
朝
か
ら
の
豪
雨
で
体
は
ず
ぶ

濡
れ
、
靴
は
ふ
や
け
底
が
■
が
れ
る
始
末
で
散
々
で
あ
っ
た
。

初
日
の
作
業
は
そ
の
た
め
予
定
の
半
分
も
で
き
な
い
状
況
で

あ
っ
た
が
翌
日
か
ら
は
一
キ
ロ
、
二
キ
ロ
、
三
キ
ロ
と
仕
事
の

馴
れ
も
あ
っ
て
一
日
に
六
キ
ロ
も
撒
収
、
心
配
し
た
妨
害
も
な

く
約
一
か
月
で
撒
収
作
戦
が
完
了
し
撤
収
材
料
の
検
査
を
受

け
、
そ
の
管
理
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

敗
戦
と
な
り
昭
和
二
十
一
年
四
月
に
引
揚
げ
と
な
っ
た
。

人
生
を
狂
わ
し
た
引
揚
げ
　 

埼
玉
県
　
石
山
幸
　 

私
は
、
昭
和
十
五
年
四
月
、
大
阪
の
住
友
本
社
へ
入
社
、
同

年
十
一
月
、
住
友
本
社
北
京
事
務
所
（
住
友
公
司
）
に
転
勤
、

昭
和
十
九
年
二
月
現
地
召
集
、
昭
和
二
十
年
九
月
召
集
解
除
、

住
友
公
司
に
戻
り
、
残
務
整
理
を
し
て
、
同
年
十
二
月
二
十
四

日
、
命
か
ら
が
ら
実
家
に
た
ど
り
つ
い
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
、
私
は
済
南
（
秀
嶺
部
隊
）
に
い
た
。
突

然
現
地
召
集
者
は
召
集
解
除
す
る
旨
の
伝
達
が
あ
り
、
単
身
済

南
か
ら
北
京
ま
で
長
い
時
間
を
費
や
し
て
会
社
に
も
ど
っ
た
。




